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Ａ．目的
　薬物依存者とその家族等に対する支援などの対策を進
めるため、県内の精神科医療機関における平成１８年４月
から平成２１年９月末までの診療状況及び相談対応につい
て調査・分析し、現状・課題・問題点を明確にする。

Ｂ．方法
　薬物依存診療の有無に関する予備調査実施後、診療状
況に関する一次調査、相談者・当事者の状況に関する二
次調査を実施した。
【対象】一次調査：薬物依存症の診療を実施している医
療機関３５機関。二次調査：一次調査機関のうち二次調査
協力可能医療機関２１機関。
【調査回収期間】平成２１年１２月～平成２２年１月
【調査方法】一次調査はアンケート用紙、二次調査は自
記式の調査票を用いて郵送による配布・回収を行った。
【調査内容】一次調査は平成１８年４月から平成２１年９月
末までの間の「診療状況」、「家族相談の受入れ」「二次
調査への協力可否」等の１０項目、二次調査は同期間内に
相談対応した全事例の中から選択した事例（１～１０例）
に関して、「相談の種類」、「初回相談内容」、「薬物に関
する状況」等の１１項目について１ケースごとに相談票を
作成してもらい、ともに郵送による回収を行った。なお
倫理面への配慮として相談者本人の特定につながらない
よう、個人に関する情報は収集しないこととした。

Ｃ．結果
①医療機関の状況
　県内で調査対象期間内にアルコール以外の薬物依存症
の治療を実施した医療機関は北信、中信に多かった（表
１）。薬物依存に関する診療体制は１８病院のうち２病院
は通院対応のみと回答している。初診診療のみと回答し
た医療機関はなかった（表２）。
 

②診療の状況
　調査対象期間内に診療を行ったことのある依存薬物の
種類は違法薬物が多く、次いで向精神薬などの処方薬、
市販薬が多かった。また、診療所でも違法薬物や処方薬、
市販薬による離脱症状や精神病症状に対して診療を行っ
ていた（表３）。初診後の対応は、医療機関では約９割
が受診継続であった（図１）。
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表１　薬物依存治療の医療機関数 （箇所）

表３　診療を行った依存薬物＜複数回答＞ （箇所）

図１　初診後の対応
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表２　薬物依存に関する診療体制 （箇所）
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②相談者の状況
　相談者の状況は、医療機関では６割以上が当事者から
の相談であった（図２）。初回相談の内容については、
治療希望や離脱症状の相談が多かった（図３）。医療機
関への相談では、当事者が治療を希望し受診する事例が
多くみられることが特徴的な点である。

③　当事者の状況
　当事者の年齢は３０代が多く、２０代～４０代で全体の８割
以上を占めている（図４）。薬物使用の段階は「離脱等
の治療」が多かった（図５）。

 

Ｄ．考察
①薬物依存症診療の状況について
　薬物依存症の診療を行う医療機関数は地域差が見られ
たが、診療所でも覚せい剤などを含めた薬物の離脱症状
や精神病症状に対して診療を行っており、地域の精神科
医療機関が薬物依存への対応を担っている現状が見えた。
診療体制においては初診のみに制限する医療機関はなく、
その後の受診継続が多いことが特徴であった。
②相談者・当事者の状況について
　医療機関へは、薬物の離脱・精神病症状の治療を希望
し、当事者自らが受診する割合が高く、受診した当事者
の年齢は２０代から４０代で８割以上を占めていることがわ
かった。
　薬物依存症の治療を継続していくことは薬物依存症の
回復のために重要であるが、当事者は若い世代が多く経
過も長くなることから、初回相談時の治療動機の高さを
維持し、治療中断しないよう当事者の状況に応じた治療
と支援が必要と考える。

Ｅ．まとめ
　今回の調査の結果から、地域の精神科病院や診療所が
薬物依存症者の離脱症状や精神病症状に対する治療を
担っている現状がわかった。現在県立駒ケ根病院でも専
門医療体制の整備に向けた取り組みが進められており、
今回の調査結果を共有して今後の本県の薬物依存症対策
推進につなげていきたい。
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図２　相談者の状況
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図３　初回相談の主訴（当事者）
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図４　当事者の年齢

図５　薬物使用の段階


